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公正かつ持続可能な環境未来の実現に向けた
健全な沿岸域と海洋を支える、フューチャー・アースのグローバル研究ネットワーク

Future Earth Coasts

沿岸域における持続可能性と地球規模変化への適応を支援するプロジェクト

持続可能な世界への変革を加速させるための知識と支援を提供する FE コアプロジェクト

【かつてLand-Ocean Interactions in the Coastal Zone project「沿岸域における陸水と海洋
の相互作用プロジェクト」として活動、40年以上の歴史を持つ】

革新的・統合的かつ影響力のある知識を活用することで、沿岸域の社会と自然の持続可能で
強靭な未来への変革を支援

ビジョン：革新的・統合的・協働的かつ影響力のある研究と知識を活用を促進し、沿岸域の
社会と自然における持続可能で公正かつ強靭な未来への転換を支援する

@FECoasts Future Earth Coasts Futureearthcoasts.org
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プラットフォーム:
ネットワーキング
沿岸域と地球環境変動に関心を持つ関係
者を結集するためのネットワーキング

共同設計と協働生産
沿岸問題に対する統合的かつ解決志向の
対応に向けた知識の共同設計と協働生産

付加価値の創出
既存の研究プログラムや学問分野への
付加価値の創出
対話の促進
科学者、政府、地域社会、研究資金提
供者、民間セクター間の対話の促進
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FECは、ネットワークとコミュニティパートナーと協力し、3つの主要
なテーマを焦点に研究を進めている。特に、沿岸変化に対して脆弱で、
社会生態系の持続可能性にとって重要な要素である「ホットスポット」
と呼ばれる、沿岸システムの重要な特徴を特定している。

これら3つのテーマは互いに密接に関連・補完し合っている。
また、FEのテーマ領域とも高い整合性を持ち、FE全体の研究
フレームワークとの連携と一貫性の強化に寄与する。

変動する沿岸
人間の開発と沿岸

小規模島嶼 都市化 北極圏 河口システム

テーマ ホットスポット適用対象

探究のテーマ 沿岸変化のホットスポット

持続可能性への道筋

変動する
沿岸

人間開発
と沿岸

持続可能性
への道筋



実行委員

IPO (複数ホスト機関で運営)

FECアカデミー

FEC Follower
1700+ LinkedIn
1300+ニュースレター
850+ WeChat

地域連携パートナー

6大陸にわたる44の主要
グローバル・イニシアチブ

27か国56名 Early-Midキャリア

(26か国45名)

FECネットワーク
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37の提携プロジェクトおよび支援ネットワーク

研究やイニシアチブをFECのビジョンと目標に整合させることで、関連活動の影響力をさらに拡大している。
世界37か所に及ぶ提携プロジェクトとネットワークを通じて、多様な沿岸・海洋の課題に取り組んでいる。 6



作業部会

サイバネティクスと
生態学的エネルギー
論の手法を通じて沿
岸環境の変化を捉え
、持続可能な沿岸開
発を推進する。

公正且つ強靭な道筋
で、障壁を克服し、
知識を実践的な行動
へと転換する。

環境・社会・経済データを統合
し、沿岸ラグーン生態系とその
サービスに関する管理戦略を共
同設計することで、データと知
識のギャップに対処する。

複数の領域（環境・生態、社
会・文化、経済、ガバナンス
・政策）にわたる指標を統合
し、都市と沿岸地域の持続可
能性を評価する。
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主要な世界のデルタ地帯を
評価し、その課題に対処す
るとともに、革新的な青写
真の策定を通じて持続可能
な地域開発を推進する。

主要な進展
• 国際メガデルタ会議を2回開催
• 国連海洋の10年メガデルタ計画に

デルタ持続可能性報告書を提出
• 包括的なデルタデータベースをオン

ラインで構築
• 海洋の10年プロジェクト3件を連携
• 国際プロジェクト16件を採択



Future Earth 横断的イニシアティブ：未来のリーダーシップ構築
沿岸域の持続可能性バリューチェーン

目的
沿岸管理における協働、知識共有
リーダーシップ育成

将来の沿岸リーダー間の
スキルとネットワークの強化

次世代が持続可能な沿岸に関する
意思決定の推進

イノベーションと
技術移転

普及と能力開発

ジャスト・トランジション
災害軽減

協働とパート
ナーシップ

o 学術的知識+先住民の知識を組み合わせ
o 公正な移行を原則に
o 協働を通じて沿岸のレジリエンスを強化

沿岸生態系とコミュニティの長期的
な持続可能性と回復力を確保する

協働 ・ ローバルかつ多分野にわたるコンソーシアム
（構成：研究者、先住民リーダー、政策専門家）
・ 国連「海洋科学の10年」との強固な連携

https://www.futureearthcoasts.org/building-future-leadership

目標
在来の知と

学術知の統合

シリーズ
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SCOR’s Working Groups

SCOR WGに積極的に参加し、海洋・沿岸・持続可能性研究分野の優先課題や研究能力、国際協力の強い整合性を反映している。



Global Outreach

様々な国際会議を開催し、世界的な取り組みを展開、貢献している。 11
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